
安
倍
政
権
は
「
地
方
創
生
」
を
売
り

物
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で

地
方
を
疲
弊
さ
せ
た
失
政
に
は
わ
れ

関
せ
ず
。
近
く
は
、｢

平
成
の
大
合
併｣

に
よ
り
、
自
治
体
数
を
半
減
さ
せ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
学
校
は
廃
校
に
な

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
届
か
ず
、
福
祉

は
後
退
し
、
離
村
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
は
東
京
や
地
方
都
市
へ
の

一
極
集
中
が
進
み
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
の
地
方
創
生
は
若
者
を

地
方
に
つ
な
ぎ
と
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
従
来
型
の
バ
ラ
マ
キ
や
一
時
的

な
経
済
特
区
に
終
わ
る
の
は
目
に
見

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
農
業
を

潰
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
策
は
地
方
の
再
生

ど
こ
ろ
か
、
消
滅
を
促
す
だ
け
で
す
。

農
業
の
大
規
模
化
と
株
式
会
社
化
を

め
ざ
す
農
協
解
体
は
許
せ
ま
せ
ん
。

安
倍
政
権
は
、
歴
代
自
民
党
の
な
か

で
も
特
異
な
政
権
で
す
。
ブ
レ
な
い
と

言
う
ト
モ
ダ
チ
の
評
価
に
酔
い
痴
れ
て
、

民
の
声
に
耳
を
澄
ま
せ
よ
う
と
は
し

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
庶
民
の
声
は
耳
障

り
と
ば
か
り
に
パ
イ
プ
を
遮
断
し
て
平

然
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
卑
近
な
例
が
沖
縄
県
民
に
対

す
る
仕
打
ち
で
す
。
安
倍
政
権
は
、
辺

野
古
の
海
を
埋
め
立
て
、
米
軍
と
一

体
で
海
外
へ
出
撃
す
る
た
め
の
新
基
地

建
設
へ
実
力
行
使
に
出
ま
し
た
。
安
倍

首
相
は
、
新
基
地
建
設
反
対
の
県
民

総
意
を
代
表
す
る
翁
長
知
事
と
会
お

う
と
も
し
ま
せ
ん
。
経
済
界
代
表
を

引
き
連
れ
て
就
任
以
来
50
数
回
も
海

外
出
張
す
る
安
倍
政
権
の
目
線
は
、

地
方
に
は
向
い
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
安
倍
内
閣
に
対
し
、
民
の
声
を

結
集
し
て
押
し
返
す
の
が
今
次
自
治

体
選
の
最
大
の
課
題
で
す
。
医
療
・
介

護
・年
金
・生
活
保
護
な
ど
福
祉
問
題
、

残
業
代
ゼ
ロ
や
解
雇
の
金
銭
解
決
、
労

働
者
派
遣
法
の
改
悪
と
非
正
規
労
働

の
拡
大
、
誰
も
責
任
を
と
ら
な
い
ま
ま

で
の
原
発
再
稼
働
、
消
費
税
再
々
増

税
な
ど
悪
政
は
上
か
ら
下
へ
、
国
か
ら

地
方
へ
と
押
し
付
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
地
方
議
会
が
安
倍
政
治
の
受
け

皿
で
あ
っ
て
よ
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
住
民
・市
民
が
議
会
を
監
視
し
、

行
政
に
参
加
し
、
物
を
言
う
住
民
・
市

民
に
な
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

新
社
会
党
は
こ
の

統
一
自
治
体
選
挙

で
多
く
の
候
補
・
予

定
候
補
者
公
認
・

推
薦
・
支
持
し
て
た

た
か
っ
て
い
ま
す
。
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地
方
を
疲
弊

さ
せ
た
の
は
誰
か
？

民
の
声
を
聞
く

耳
を
持
た
せ
よ
う
！

国
に
物
を
言
う

議
会
を
つ
く
ろ
う
！

ア
ベ
政
治
Ｎ
Ｏ
！

の
声
を
総
結
集
し
よ
う

統
一
自
治
体
選
挙
が
た
け
な
わ
で
す
。
知
事
選
を
皮
切
り
に
市
区
町
村

長
、
各
級
議
員
と
選
挙
戦
一
色
で
す
。
来
年
の
参
院
選
後
に
憲
法
改
定
発

議
と
国
民
投
票
を
想
定
し
て
暴
走
す
る
安
倍
・
自
公
政
権
を
止
め
る
の
は

今
！

こ
の
自
治
体
選
挙
で
、
国
民
の
声
を
聞
こ
う
と
も
し
な
い
安
倍
政
治

に
「
Ｎ
Ｏ
！
」
を
突
き
つ
け
、
目
に
物
を
見
せ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。



「
あ
な
た
見
て
よ
。
」
３
月
28
日
付
の
「
東
京

新
聞
」
朝
刊
を
見
た
女
性
が
連
れ
合
い
に
憤

懣
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。
団
塊
の
世
代
の
こ
の

夫
婦
に
と
っ
て
、
介
護
保
険
料
が
４
月
か
ら

月
５
０
０
０
円
を
超
え
る
な
ど
「
高
齢
者
に

非
情
の
春
」
は
こ
た
え
ま
す
。
安
倍
政
権
は

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
は
財
政
資
金
を
湯
水
の
よ

う
に
注
ぎ
な
が
ら
、
社
会
保
障
費
は
バ
ッ
サ

リ
削
り
ま
し
た
。
庶
民
の
生
き
死
に
よ
り
も

企
業
の
成
長
を
優
先
す
る
政
治
に
、
地
方

か
ら
反
乱
を
起
こ
す
と
き
で
す
。

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
や
む
な
し
？

表
を
見
て
く
だ
さ
い
。
リ
タ
イ
ヤ
し
た
65

歳
以
上
（
対
象
２
３
０
０
万
人
）
の
介
護
保
険

料
が
６
０
０
円
上
が
り
、
全
国
平
均
５
５
０

０
円
に
な
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
事
業
者

に
支
払
わ
れ
る
介
護
報
酬
は
２
・27
％
引
き

下
げ
ら
れ
サ
ー
ビ
ス
低
下
は
必
至
。
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
相
部
屋
利
用
低
所
得
者
は

光
熱
費
が
月
１
万
１
５
０
０
円
と
１
５
０
０

円
の
負
担
増
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新
規
入

所
者
は
要
介
護
３
以
上
と
厳
し
く
な
り
ま
す
。

介
護
現
場
で
は
職
員
の
賃
金
が
月
１
２
０

０
０
円
ア
ッ
プ
し
て
も
、
全
労
働
者
平
均
賃

金
の
７
割
止
ま
り
。
慢
性
的
な
人
手
不
足
の

た
め
、
非
正
規
職
員
に
よ
っ
て
し
の
い
で
い
ま

す
。
介
護
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

●
吹
き
飛
ぶ
！

春
闘
の
賃
上
げ

と
こ
ろ
で
、
先
の
団
塊
の
世
代
夫
婦
の
生
活

の
支
え
は
年
金
で
す
。
そ
の
国
民
保
険
料
が

４
月
か
ら
３
４
０
円
上
げ
ら
れ
１
万
５
５
９
０

円
に
な
り
ま
す
。
厚
生
年
金
の
保
険
料
率
が

９
月
か
ら
０
・３
５
４
％
引
き
上
げ
ら
れ
て
17
・

８
２
８
％
（
労
使
折
半
）
に
な
り
ま
す
。

も
う
黙
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
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東京新聞３月28日朝刊より

①
情
報
公
開
の
徹
底
と
市
民
参
加
推

進
。
議
会
改
革
。
議
会
基
本
条
例
の

制
定
と
実
践
。

②
安
心
で
き
る
医
療
と
介
護
の
充
実
。

障
が
い
者
の
生
存
権
確
立
。
憲
法
25

条
を
基
本
と
し
た
、
生
き
る
権
利
の

無
条
件
の
保
障
。

③
教
育
と
子
ど
も
施
策
の
充
実
。
待
機

児
童
ゼ
ロ
・
公
的
保
育
所
増
設
。
子

ど
も
医
療
費
の
無
料
化
等
。

④
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
。
自
治
体

で
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
増
大
を
止
め

る
。

⑤
安
心
で
き
る
雇
用
の
確
保
と
貧
困

対
策
。
自
治
体
で
の
公
契
約
条
例
制

定
と
雇
用
対
策
推
進
。

⑤
脱
原
発
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
。
新
電
力
の
導
入
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
街
づ
く
り
。

⑥
防
災
・
復
興
対
策
の
強
化
。
復
興
に

便
乗
し
た
大
規
模
事
業
で
な
い
、
防

災
・
減
災
の
街
づ
く
り
。

⑦
財
源
対
策
の
根
本
的
見
直
し
。

地

方
交
付
制
度
の
堅
持
。
税
の
応
能
負

担
の
原
則
。
大
企
業
優
遇
の
税
制
の

見
直
し
。

⑧
平
和
憲
法
を
生
か
す
自
治
体
へ
。

⑨
地
方
自
治
体
で
の
農
林
水
産
業
の

育
成
で
基
幹
産
業
の
強
化
。

介護・年金保険料アップ「死ねということか」
怒ろう、高齢者諸君！

新
社
会
党

自
治
体
選
挙
政
策
の
柱
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